
平成 25年度 第 8回「みどり香るまちづくり」企画コンテスト
（環境省主催）入賞（震災復興特別賞）

　　　　　　　　　　　　　　南三陸 寄木地区の集落は、津波被害により震災前のきれいな漁村風景が損なわれましたが、震災前から活動していた花
好きの仲間が集まり、復興に向けて花による地域の再生活動を実施してきました。「香りの灯台　～はじまりの花ひろば～」は、寄木地区が元気になる新
しいコミュニティの場として創造していくものです。人々が集まり、交流が広がり、さらに香りに誘われて遠方からも集まる場所、広場全体が香りを灯す灯
台となり、輝いて地域を照らし、寄木地区の人々が広場を通じて、元気に暮らせる、はじまりの場所として進めます。　
　木々の花の香りを中心に据え、四季おりおりの香りが六感（香・食・触・目・手・元気）で楽しめる植栽を行います。花の癒しの香りに加え、海の幸
が豊かな地域にあって、植物と地域の本来の香りのマッチングを大切にしていきます。香りの活動の将来的な展開は、「香りの灯台　～はじまりの花ひろば～」
から防災集団移転地、旧集落地区、そして、香りのある生活へと地域全体への広がりを目指します。特に、姿かたちのない「香り」が六感を通して形となり、
生活の中にとけ込み、地域の食材とのマッチングや手工芸等の新しい産業として新たに生まれ変わる「はじまり」となること目指します。

　　　　　　　　　　　 現在、防災集団移転地の造成が始まり、新しい寄木地区が生まれようとしています。企画地を中心とした活動は、養殖業が中心の漁
村の中、産業の振興と地域で暮らす人々の自信につながります。 「香りの灯台　～はじまりの花ひろば～」 から、香り活用方法の創造（産業振興への展開）や交
流の場（地域コミュニティーの結束）といった効果が期待でき、それらの相乗効果によって集落の活性だけではなく地域外との交流の場、情報発信の場ともな
りえます。ハーブなどの香りを使った地場産の海の幸とのマッチング料理の期待もあり、六感で楽しむ香りから、寄木地区の新しい交流スタイルがはじまること
が期待できます。　　　
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香りの灯台～はじまりの花ひろば～　　企画団体名：寄木さくらの会　共同企画団体：尚絅学院大学　
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企画名 香りただよう森の径づくり 〜みんなでドングリランドに香りの径をつくりましょう〜
かお

　この径をたどれば一年中どこかで

いい香りに出会える！

　観て！聴いて！嗅いで！触って！

　味わって！　五感をフルに使って

ドングリランドを楽しみましょう !!

みち

植栽完成予想

【植栽木草の香りと花の暦】

 1 2 3・11・13 4 5 6 7 8 9 10 12 14 15 16
【木草写真出所】1,8,10,12,14,：菅原久夫『日本の野草「夏」「秋」』小学館、
　　　　　　　 以下はWebページWikipedia より　2：作者 pcs34560 、3・11・13：作者 KENPEI、4：作者 Kakidai、5・6・7：作者Miya、9：撮影者カールおじさん、15：作者 E-190、16：作者 Alpsdake

企画団体
共同企画

: 特定非営利活動法人どんぐりネットワーク　ドングリアウルス

:特定非営利活動法人どんぐりネットワーク



植栽配置図

モモ(5本)

スモモ(3本)

ヤマユリ(30球)

フジバカマ(30本)

ササユリ(50球)

ウメ(8本)

ミツマタ（12本）

カツラ(5本)

匂いツバキ(7本)

タチバナ(3本)

ジンチョウゲ(10本)
ボケ(5本)

ハギ(10本)

万葉植物が早春から秋まで次々と薫りたつエリアの創出

浜松市
静岡県

浜北区平口

万葉香りの里エリア

現況 植栽後のイメージ

万葉の森公園

ボケ ( 万葉名 : あしび )

ミツマタ ( 万葉名 : さきくさ )ウメ ( 万葉名 : うめ ) ハギ ( 万葉名 : はぎ） ツバキ ( 万葉名 : つばき )

ササユリ ( 万葉名 : さきくさ ) フジバカマ ( 万葉名 : ふじばかま )

樹名板

植物名とともに万葉名・万葉歌を紹介

ヤマユリ ( 万葉名 : ゆり )

カツラ ( 万葉名 : かつら )タチバナ ( 万葉名 : たちばな ) ジンチョウゲ ( 万葉名 : さきくさ )

モモ ( 万葉名 : もも )スモモ ( 万葉名 : すもも）

万葉植物が早春から秋まで次々と薫りたつエリアの創出万葉植物が早春から秋まで次々と薫りたつエリアの創出

《企画の効果》
　万葉というと難しく考えられがちなので、香りという視

点から、万葉の森公園へ気軽に足を運んでもらい、万葉植

物や万葉文化に触れることで、興味を持っていただき、地

域文化の継承ができると考えています。

　来園者の多くは、花の咲く植物を好むこともあり、より

魅力のある公園とするために、花の植栽が少ない場所に香

りのする花木を中心に植栽を行うことにより、香りのエリ

アとして新たな散策スペースを確立し、今まで万葉の森公

園に足を運んだことのなかった人々にも興味を持ってもら

えると考えます。

《企画の目的》
　浜松市浜北区にある万葉の森公園は、諸説に基づく万葉植物約 300 種を中心に万葉の森を創出し、

あわせて万葉文学・万葉文化にも体験的に親しむことのできる施設です。万葉集には、ここ浜北区

ゆかりの歌が４首あり、当時東国と呼ばれていた地域ではめずらしいといわれています。

　しかし、花の咲く植物の本数が少ないためか、万葉という言葉が難しく感じるためか、市内にも、

まだ万葉の森公園を訪れたことのない人がたくさんいます。新たに香りをテーマとした散策区域を

創出することにより、より多くの人に万葉の森公園を知ってもらうためのきっかけづくりとします。

【企画者】：万葉の森公園指定管理者

　　　　　　一般財団法人浜松公園緑地協会

平成 25年度 第 8回「みどり香るまちづくり」企画コンテスト
（環境省主催）入賞
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計画地

[KEYPLAN]

■アベリア ■セイヨウシャクナゲ■ サルココッカ■クチナシ ■ ギンバイカ ■マホニアチャリティー

■ラベンダー ■ローズマリー ■ タイム

■カラタネオガタマ ■ キンモクセイ ■キンカン■タイサンボク

■アメリカツルマサキ■ノシランビッタータス

■フェイジョア ■ユズ

■ハツユキカズラ

低木植栽：アベリア、クチナシ、ギンバイカ、
サルココッカ、セイヨウシャクナゲ、
マホニアチャリティー、サツキ

地被植栽：アメリカツルマサキ、タイム
ノシランビッタータス、
ハツユキカズラ、ラベンダー、
ローズマリー

企 画 団 体 ：社会福祉法人 伸こう福祉会
共同企画団体 ：住友林業緑化株式会社「いつも香りの植物に包まれて暮らしたい」

N

[樹木リスト]

[計画平面図]

[成木時の予想図]

使用する樹木

～川崎市河原町団地を元気にさせる～

N

神奈川県
川崎市

N

企画のテーマ・ねらい

①企画の目的
1971 年河原町団地が完成し、団地内のほぼ中央に小学校が開校しました。2006 年に閉校とな
り、当計画地はその跡地の一部にあります。2013 年5月に約140 名入居の特別養護老人ホーム
社会福祉法人 伸こう福祉会 クロスハート幸・川崎が開設されました。1Fは地域交流スペースと
してカフェコーナー、図書コーナー等があり、地域の方々にも自由に利用していただいておりま
す。開設時に造園工事を行い、当該エリアでは小学校開校時に植樹されたサクラ等が植えられて
おります。今回の計画範囲は、既存木を生かした植栽としていましたが、新たに地域住民、団地
自治会と一体になって香りの庭づくりの整備を実行したいと思います。
②まちづくりのテーマ・コンセプト
団地のほぼ中央に位置し、四季を通じて香りの空間で住民の方々と心地良いつながりを持ちたい
です。
③香りのテーマ・コンセプト
老人ホーム利用者の散策時に、香りで感覚を刺激していただき、生活が豊かに楽しくなる香りの
鍵となる空間を設定し、また、施設の利用者、ご家族、地域住民の方々が施設を訪問した時に、
楽しくなる香りをあじわっていただける空間を設定します。

企画の効果

①まちづくりへの効果
本計画地は約3６00世帯の生活している団地のほぼ中央で、スーパーマーケット、商店街から
のメイン通りに位置しており、通りすがりの香り、季節を告げる香りで、生活が楽しくなる空間
を提供することが出来ます。
②香り環境への効果
香りを中心とした花木を取り入れることにより、香りで季節を告げ、”団地にいつもなにかしら
心地よい香りが漂っている” と感じることが出来ます。
③住民への効果
香りの植物に包まれた植栽地を整備することで、このまちに暮らせる幸せと豊かさを得ることが
出来ます。

アピールポイント

団地の中央から四季折々の花が咲き、心地よい香りを発する、季節を告げる発信ポイントとなり
ます。団地自治会、ボランティア、施設スタッフとの環境整備やふれ合いの場の中心として、よ
り一層のコミュニケーションをはかれます。

応募にいたる経緯

団地が完成した当時に植樹したサクラやケヤキが大木に育ち、身近なサイズの植物が少なくなり、
暗く重いイメージがあります。今回、当時の明るさ、楽しさを、香りの植物を植えることによっ
て、地域全体を元気にさせていきたいです。

敷地境界線
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地
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界
線
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開花期 花色 結実期 色 時期 強弱
ソメイヨシノ 落葉高木 3-4 淡紅 春 微弱

タイサンボク"リトルジェム” 常緑高木 5-7 淡白 夏 中

カラタネオガタマ 常緑中木 5 黄白色 春 特強

キンモクセイ 常緑中木 9-10 オレンジ 秋 特強

フェイジョア 常緑中木 6-7 白 10-12 緑 夏秋 中

キンカン 常緑中木 5-6 白 2-4 黄 春秋 強

ユズ 常緑中木 4-6 白 10 黄 春秋 中

アベリア 常緑低木 6-11 白 夏秋 中

クチナシ 常緑低木 6-7 白 春 強

ギンバイカ 常緑低木 5-7 白 通年 強

サツココッカ 常緑低木 2-3 白 春 中

セイヨウシャクナゲ 常緑低木 5-6 ピンク 春 弱

マホニアチャリティー 常緑低木 12-1 黄 5-6 青紫 秋冬 弱

ラベンダー 常緑地被 5-8 薄紫 通年 特強

ローズマリー 常緑地被 11-3 通年 特強

タイム 常緑地被 5-7 ピンク 通年 強

ノシランビッタータス 常緑地被 7 白

アメリカツルマサキ 常緑ツル性

ハツユキカズラ 常緑地被

pot

70 pot

90 pot

紫・
淡青色

80 pot

120 pot

120

20 本

120 pot

20 本

5 本

20 本

2 本

20 本

2 本

2 本

20 本
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5 本

2 本
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名　　称
11月８月

香り
分　類

７月

観賞実

９月 10月
数量

12月

花 花　暦

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月



リハビリで訪れる人の憩いの場となるよう
に、プランターにハーブを植栽します。触
れることで香りを楽しむことができます。
心を落ち着かせたり、気力を回復させる効
果のハーブで、利用者の方を優しく後押し
します。深呼吸をして、
心と体を癒し休めるゾー
ンです。

クチナシ、ジンチョウゲ、アジサイ等を植
栽し、みどり豊かな空間を創出します。既
存樹木に香る樹木を加え、みどり深い森林
に包み込まれて守られているような安心感
があるゾーンです。

使用する植物

イメージパース

企画場所

企画の紹介

イベントの企画

平成 25年度 第 8回「みどり香るまちづくり」企画コンテスト
（環境省主催）入賞

　荻野運動公園は約 16ha の面積があり、体育館・競技場・テ
ニスコート等からなる、県内屈指の多機能な公園であり、自然豊か
な公園です。その中のランニングコースは運動、リハビリ等の目的
として利用されています。既存の樹木を活かし、香り植物を加える
ことにより、単調なランニングコースに「四季の移ろい」と「彩り」
を加え、利用される方を優しく後押しできる環境を目指します。
　荻野運動公園から季節の変化を創ることで、厚木市における環
境に対する関心を高め、潤いのあるまちづくりを創造します。
　風で香る、触って香る、五感で楽しめる季節の香り演出をテーマ
に、香り植物を植栽して終わりではなく、香り植物を扱ったイベン
トを実施することで、より一層の地域との交流を図ります。
　運動、リハビリ、ボランティア活動等の目的で訪れる人々に、五
感で楽しむ良好な香り環境を創出することで、公園の活用法の多様
性や人々の活力の向上を支援できればと考えます。

～香り～
　収穫したハーブでポプリ・リース作りを企画します。ハーブの色や
香り、形を生かし、公園から四季折々の香りをお持ち帰りいただきま
す。女性に人気のあるハーブでの石鹸づくりでは、リラックス効果が
期待できます。ハーブの香りや成分が疲れを癒してくれます。
～味～
　おいしいハーブティーの入れ方のコツを伝授するハーブティー教室
や料理教室を企画します。
～手触り～
　自宅でもハーブを楽しみたい方にハーブの寄せ植え講座を企画しま
す。

ヤギによる除草管理
荻野運動公園ではヤギを放牧し、
除草管理を行っています。事故・災
害の防止、騒音・粉塵の防止、環
境に優しい草刈りを目的とし、ヤギ
による効率良く、環境に配慮した管
理を行っています。
小さな子どもが家
族でヤギと親しく
接していて、ヤギ
は心に癒しを与え
てくれる存在に
なっています。

花の植え付けは、いつも公園を利用して
いただいている近隣の保育園の方たち
や、障がい者施設の方たちと協働で行っ
ていきます。

秋の象徴とも言えるキンモクセイの香りで、四季の移ろ
いをつくります。冬にはロウバイが見頃です。

秋にはイベントでつくった車いす用のコンテナーを設置し
ます。目の高さで鑑賞でき、より近づけるようになります。

秋の象徴ヒガンバナで四季の
移ろいを作ります。

四季折々の華やかな花でお迎えします。

コンテナーにハーブを植栽することで、花壇よりも視線
が高くなり、車いすの人でも楽に触れることができます。

みどりが青々とする初夏は、
ランナーには爽やかさを、リハビリ
の人にはリラックス効果で支援します。

ランニングコースの入り口は、四季折々の
花でお出迎えします。初夏にはラベンダー、
ローズマリー、早咲きのヒマワリ、アカジ
ソ等を植栽し、秋には真っ赤なヒガンバナ
が咲き乱れる華やかなゾーンです。
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